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っ
た
出
来
事
が
生
じ
、
こ
れ
ら
に
よ
り
民
族
、
宗
教
、
言
語
の
問
題
が
複

雑
に
絡
み
合
う
大
規
模
な
人
口
変
動
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

国
力
を
意
味
す
る
人
口
の
数
的
把
握
の
み
な
ら
ず
、「
国
民
」
と
な
っ
た

人
々
の
質
的
把
握
と
、
そ
の
地
理
的
分
布
を
把
握
す
る
た
め
の
公
的
な
調

査
は
重
大
な
意
味
を
持
っ
た
。
お
り
し
も
均
質
的
な
「
国
民
」
の
創
出
が

求
め
ら
れ
て
い
た
新
生
ト
ル
コ
に
と
っ
て
、
人
口
セ
ン
サ
ス
と
は
さ
ま
ざ

ま
な
属
性
の
人
々
か
ら
標
準
的
鋳
型
を
抽
出
す
る
作
業
で
あ
っ
た
と
も
い

え
る
。
し
か
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
遺
産
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
新
た
に

「
国
民
国
家
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
が
ゆ
え
に
、
そ
こ
で
の
「
国
民
」

の
描
か
れ
方
は
複
雑
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
国
民
国

一
　
は
じ
め
に

　

西
欧
で
生
み
出
さ
れ
た
統
治
の
技
術
で
あ
る
近
代
人
口
セ
ン
サ
ス
は
、

近
代
国
民
国
家
の
成
立
と
並
行
し
て
出
現
し
世
界
中
に
広
ま
っ
た
。
人
口

セ
ン
サ
ス
は
、
国
家
に
と
っ
て
社
会
を
掌
握
し
、
管
理
す
る
た
め
に
不
可

欠
で
あ
り
、
と
り
わ
け
近
代
以
降
は
「
国
民
」
形
成
と
密
接
に
結
び
付
い

た
事
業
で
あ
っ
た
。
ト
ル
コ
共
和
国
に
お
い
て
、
近
代
人
口
セ
ン
サ
ス
は

一
九
二
七
年
に
開
始
さ
れ
、
一
九
三
五
年
か
ら
は
五
年
毎
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
一
九
二
三
年
の
共
和
国
建
国
に
際
し
て
は
、
度
重
な
る
戦

争
と
そ
れ
に
伴
う
国
境
線
の
変
化
、
移
民
、
強
制
移
住
、
住
民
交
換
と
い

論
説

「
国
民
」
の
測
り
か
た

ト
ル
コ
共
和
国
に
お
け
る
近
代
人
口
セ
ン
サ
ス
導
入
を
め
ぐ
っ
て

穐
山
祐
子
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ト
す
る
こ
と
、
②
調
査
お
よ
び
記
録
の
単
位
が
個
人
で
あ
る
こ
と
、
③
調

査
が
決
め
ら
れ
た
時
間
内
で
行
わ
れ
る
こ
と
、
④
デ
ー
タ
の
刊
行
が
前
提

と
さ
れ
る
こ
と
、
⑤
徴
税
や
徴
募
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
五
つ
を

挙
げ
て
い
る（

2
）。
歴
史
的
に
こ
う
し
た
条
件
を
す
べ
て
備
え
た
セ
ン
サ
ス

が
明
確
な
か
た
ち
で
出
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
ど
の
時
点
を
始
ま

り
と
す
る
か
に
つ
い
て
の
見
解
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
近
代
的
な
性
質

を
持
っ
た
セ
ン
サ
ス
は
十
八
世
紀
ご
ろ
出
現
し
、
十
九
世
紀
に
は
西
欧
の

国
家
シ
ス
テ
ム
の
中
に
定
着
し
て
い
っ
た
と
い
え
る（

3
）。

　

人
口
セ
ン
サ
ス
と
近
代
国
家
に
関
わ
る
諸
問
題
は
、
多
く
の
研
究
者
に

よ
っ
て
多
様
な
側
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
セ
ン
サ
ス
の
普
及
は
、

フ
ー
コ
ー
が
指
摘
し
た
人
口
学
的
な
関
心
に
基
づ
き
出
生
率
や
死
亡
率
、

公
衆
衛
生
と
い
っ
た
身
体
に
ま
つ
わ
る
問
題
を
国
家
管
理
の
も
と
に
置
こ

う
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
生
―
政
治
」
へ
の
志
向
の
発
露
と
も
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
し（

4
）、
ま
た
、
ト
ー
ピ
ー
が
主
張
す
る
国
家
が
国
民
と
非

―
国
民
を
区
別
し
、
身
元
確
認
の
技
術
と
移
動
の
規
制
に
よ
っ
て
行
う
国

民
の
「
掌
握
」
と
も
関
係
し
て
い
る
と
い
え
る（

5
）。
同
時
に
き
わ
め
て
重

要
な
背
景
と
な
っ
た
の
は
、Scott

が
言
う
よ
う
に
、
国
家
に
と
っ
て
セ

ン
サ
ス
が
社
会
を
読
み
取
り
可
能
な
も
の
す
る
た
め
の
一
形
態
で
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る（

6
）。
セ
ン
サ
ス
は
明
確
な
形
を
持
た
な
い
集
団
を
整
理
し
て
、

数
値
で
読
み
取
れ
る
も
の
に
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
近
代
国
民
国
家

の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
決
定
的
な
意
味
を
持
っ
た
。
こ
れ
は
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

家
ト
ル
コ
の
近
代
化
、
西
欧
化
、
世
俗
化
が
急
速
に
進
め
ら
れ
た
ア
タ
テ

ュ
ル
ク
統
治
期
に
行
わ
れ
た
一
九
二
七
年
と
一
九
三
五
年
の
二
回
の
調
査

を
中
心
に
、
共
和
国
セ
ン
サ
ス
の
基
礎
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
た

の
か
を
「
国
民
」
を
測
る
指
標
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
オ
ス
マ
ン
期
お

よ
び
ト
ル
コ
の
セ
ン
サ
ス
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
基
礎
資
料
と
し
て
の

デ
ー
タ
の
整
備
や
、
人
口
学
的
な
関
心
に
基
づ
い
た
調
査
デ
ー
タ
の
精
度
、

信
頼
性
、
整
合
性
の
問
題
を
扱
っ
た
も
の
が
多
い
。
そ
う
し
た
議
論
を
踏

ま
え
て
、
こ
こ
で
は
集
団
分
類
の
焦
点
と
な
る
指
標
の
定
義
、
デ
ー
タ
の

収
集
に
あ
た
っ
て
調
査
員
に
出
さ
れ
た
指
示
、
結
果
の
加
工
と
表
示
方
法

に
注
目
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
二
　
近
代
人
口
セ
ン
サ
ス
の
普
及
と
指
標
の
問
題

　

セ
ン
サ
ス
（
国
勢
調
査
）
と
は
、
出
生
、
死
亡
等
の
情
報
に
基
づ
い
て

フ
ロ
ー
と
し
て
の
人
口
指
標
を
収
集
す
る
「
動
態
統
計
」（V

ital statis-

tics

）
に
対
し
、
特
定
領
域
内
の
一
時
点
に
お
け
る
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の

「
静
態
人
口
」
を
は
か
り
、
同
時
に
国
民
の
基
本
的
な
属
性
を
補
捉
す
る

調
査
を
意
味
す
る（

1
）。
徴
募
、
徴
税
の
た
め
に
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
行
わ

れ
て
き
た
セ
ン
サ
ス
は
、
近
代
に
お
い
て
そ
の
形
を
大
き
く
変
え
て
い
く
。

何
を
近
代
セ
ン
サ
ス
の
要
件
と
す
る
か
は
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

た
と
え
ばStarr

は
①
国
家
あ
る
い
は
あ
る
領
域
内
の
全
人
口
を
カ
ウ
ン
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帝
政
ロ
シ
ア
）
で
は
、
文
化
に
基
づ
く
集
団
分
類
に
重
き
が
置
か
れ
た（

8
）。

一
次
大
戦
前
、
人
々
の
文
化
に
基
づ
く
帰
属
意
識
を
最
も
よ
く
表
す
概
念

は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
こ
れ
ら
多
民
族
国
家
陣
営
に
よ
り
得
ら
れ

た
共
通
見
解
は
、
回
答
者
の
混
乱
を
招
く
こ
と
の
な
い
言
語
を
最
も
客
観

的
な
指
標
と
し
て
問
う
こ
と
で
あ
っ
た（

9
）。
で
は
、
国
境
内
に
宗
教
、
言

語
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
の
点
で
多
様
な
属
性
を
持
つ
人
々
を
抱
え
な
が
ら
、
理

念
的
に
は
西
側
の
国
民
国
家
モ
デ
ル
を
採
用
し
て
出
発
し
た
ト
ル
コ
共
和

国
に
お
い
て
、
国
民
を
捕
捉
す
る
指
標
は
ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。

三
　
オ
ス
マ
ン
期
に
お
け
る
集
団
把
握
指
標

　

ま
ず
、
ト
ル
コ
共
和
国
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て
考
え
る
前
提
と
し
て
、
オ

ス
マ
ン
期
の
状
況
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
オ
ス
マ
ン
期
の
統

計
シ
ス
テ
ム
は
、
課
税
の
た
め
の
検
地
お
よ
び
人
頭
税
把
握
の
た
め
の
非

ム
ス
リ
ム
調
査
を
基
礎
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
オ

ス
マ
ン
期
の
統
計
に
お
い
て
人
々
を
分
類
す
る
指
標
は
必
然
的
に
宗
教
に

置
か
れ
た
。
近
代
化
改
革
を
背
景
と
し
、
は
じ
め
て
個
人
の
把
握
と
い
う

性
質
を
有
し
た
一
八
三
一
年
の
男
性
人
口
に
対
す
る
静
態
調
査
で（

10
）、

人
々
は
大
き
く
ム
ス
リ
ム
と
非
ム
ス
リ
ム
、
あ
る
い
は
ム
ス
リ
ム
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
分
け
て
記
録
さ
れ
て
い
る（

11
）。
人
口
調
査
制

が
人
口
調
査
を
「
数
量
化
に
よ
っ
て
一
つ
の
数
と
理
解
さ
れ
た
一
人
の
人

間
を
、
国
家
の
つ
く
り
あ
げ
た
格
子
地
図
の
中
に
位
置
づ
け
る
シ
ス
テ

ム
」
と
し
て
捉
え
た
視
線
に
も
同
様
に
共
有
さ
れ
て
い
る（

7
）。

　

し
か
し
、
セ
ン
サ
ス
の
中
で
明
確
な
境
界
が
存
在
し
な
い
人
々
を
ど
の

よ
う
な
指
標
に
よ
っ
て
測
り
、
計
量
化
で
き
る
も
の
と
し
て
捕
捉
す
る
の

か
は
、
調
査
が
実
施
さ
れ
る
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
年
齢
、
性

別
、
婚
姻
状
況
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
セ
ン
サ
ス
で
聞
か
れ
る
質
問
と
は
対

照
的
に
、
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
測
る
指
標
と
な
る
民
族
、
人
種
、

国
籍
、
宗
教
、
言
語
と
い
っ
た
項
目
の
使
用
に
差
が
出
る
の
は
、
こ
れ
ら

が
統
計
作
成
主
体
の
政
治
的
な
姿
勢
が
色
濃
く
反
映
す
る
指
標
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
指
標
の
違
い
に
か
か
わ
る
問
題
は
、
セ
ン
サ
ス
が
西
欧
世
界

に
急
速
に
広
ま
っ
た
一
九
世
紀
に
は
す
で
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
一

八
五
三
年
、
国
家
統
計
調
査
の
最
新
技
術
を
各
国
間
で
共
有
し
よ
う
と
い

う
意
図
の
も
と
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
第
一
回
国
際
統
計
会
議
が
開
催
さ
れ

た
が
、
こ
こ
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
が
、
国
家
の
か
た
ち
の
違
い
に
起

因
す
る
国
民
の
把
握
方
法
に
つ
い
て
の
物
差
し
の
違
い
で
あ
っ
た
。
早
々

に
「
国
民
国
家
」
化
を
成
し
遂
げ
た
フ
ラ
ン
ス
に
代
表
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ

る
フ
ラ
ン
ス
モ
デ
ル
（
西
側
モ
デ
ル
）
を
取
る
国
々
は
、
国
民
と
非
―
国

民
の
間
に
明
確
な
線
引
き
を
し
た
。
他
方
、
政
治
的
な
領
域
と
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
ま
と
ま
り
が
一
致
し
な
い
ド
イ
ツ
モ
デ
ル
（
東
側
モ
デ
ル
）
を
と
る

多
民
族
国
家
陣
営
（
帝
政
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
、
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対
象
者
が
使
用
言
語
と
関
わ
り
な
く
、
宗
教
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
こ
と

に
も
見
て
取
れ
る
。

四
　
統
計
局
の
設
立
と
セ
ン
サ
ス
実
施

　

共
和
国
建
国
か
ら
三
年
が
経
過
し
た
一
九
二
六
年
、
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ケ

マ
ル
（
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
）
の
命
に
よ
っ
て
総
理
府
付
属
の
中
央
統
計
局
が

組
織
さ
れ
た（

14
）。
統
計
先
進
国
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
招
聘
し
た
統
計
専
門
家
の

局
長
の
も
と
、
翻
訳
部
門
、
文
書
検
査
部
門
、
統
計
部
門
、
製
図
部
門
か

ら
な
る
組
織
と
し
て
発
足
し
た
統
計
局
の
最
初
の
大
規
模
事
業
が
人
口
セ

ン
サ
ス
の
実
施
で
あ
っ
た
。
一
九
二
六
年
八
月
二
日
に
人
口
セ
ン
サ
ス
法

（
法
八
九
三
号
）
が
成
立
し
、
翌
年
に
人
口
セ
ン
サ
ス
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
る
。
セ
ン
サ
ス
実
施
前
に
首
相
の
イ
ス
メ
ッ
ト
（
イ
ノ
ニ

ュ
）
の
名
前
で
出
さ
れ
た
「
人
口
セ
ン
サ
ス
に
関
す
る
ト
ル
コ
人
民
へ
の

布
告
」
は
、
調
査
実
施
に
向
け
た
準
備
が
入
念
に
行
わ
れ
た
こ
と
へ
の
言

及
か
ら
始
ま
り
、
以
下
の
よ
う
に
続
い
て
い
る
。

　

（
…
…
）
慎
重
か
つ
周
到
な
準
備
の
す
べ
て
は
、
セ
ン
サ
ス
が
国
家
に

と
っ
て
ど
れ
だ
け
重
要
で
あ
り
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
を
示

し
て
い
る
。
人
口
数
を
正
し
く
知
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
組
織
活
動
の

核
と
基
礎
を
作
り
上
げ
る
。
セ
ン
サ
ス
は
こ
の
国
の
物
質
的
、
精
神
的

度
の
大
き
な
変
革
点
で
あ
る
一
八
八
一
年
の
人
口
登
録
法
（Sicil-i nüfus 

nizam
nam

esi

）
の
発
布
に
基
づ
き
、
徴
税
・
徴
募
と
切
り
離
さ
れ
て
行

わ
れ
た
一
八
八
一
―
九
三
年
調
査
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
集
団
を
中
心
に

分
類
は
細
分
化
し
、
ギ
リ
シ
ャ
正
教
徒
、
ア
ル
メ
ニ
ア
正
教
徒
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
正
教
徒
、
カ
ト
リ
ッ
ク
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
い
っ
た
ラ
ベ
ル
が
生

じ
て
く
る（

12
）。
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
の
民
族
主
義
の
高
ま
り
を
受
け
、
帝

国
内
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
民
族
的
、
言
語
的
な
紐
帯
を
意
識
し
始
め
、
学

校
や
教
会
の
分
離
が
進
行
し
て
い
た
。
集
団
分
類
細
分
化
の
背
景
に
は
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
内
の
分
裂
、
衝
突
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
帝
国
期
最
後

に
行
わ
れ
た
一
九
〇
三
年
調
査
に
お
い
て
も
、
分
類
ラ
ベ
ル
の
細
分
化
は

さ
ら
に
進
ん
で
い
く（

13
）。

　

し
か
し
こ
の
一
方
で
、
ム
ス
リ
ム
は
一
貫
し
て
単
一
集
団
と
し
て
示
さ

れ
続
け
て
い
る
。
こ
の
背
後
に
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
集
団
で
あ
る
ム
ス
リ

ム
の
人
口
数
を
最
大
限
に
確
保
し
、
そ
れ
以
上
の
分
割
を
行
わ
な
い
と
い

う
意
思
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
露
土
戦
争
後
の
ベ
ル
リ
ン
会
議
（
一

八
七
八
年
）
以
降
、
民
族
独
立
を
担
保
す
る
た
め
の
人
口
内
の
民
族
構
成

割
合
を
示
す
た
め
に
使
わ
れ
た
の
は
、
各
民
族
集
団
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
人
口
統
計
で
あ
っ
た
。
人
口
統
計
デ
ー
タ
は
、
領
土
的
正
統
性
を
主
張

す
る
た
め
の
最
も
強
力
な
根
拠
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
基
本
的
な
集

団
分
類
原
理
が
あ
く
ま
で
宗
教
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
は
、
一
九
二
三
年

に
ギ
リ
シ
ャ
と
ト
ル
コ
の
間
で
合
意
さ
れ
た
住
民
交
換
に
お
い
て
、
交
換
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と
す
る
た
め
で
あ
る（

16
）。

　

布
告
の
中
で
は
近
代
、
進
歩
、
文
明
と
い
っ
た
言
葉
が
繰
り
返
さ
れ
、

目
指
す
地
点
が
そ
の
技
術
の
輸
入
元
で
あ
る
「
文
明
的
で
先
進
的
な
諸
民

族
」、
つ
ま
り
西
欧
諸
国
で
あ
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
優
れ
た
自

前
の
セ
ン
サ
ス
を
持
つ
こ
と
は
、
先
進
国
た
る
こ
と
の
証
明
の
ひ
と
つ
と

み
な
さ
れ
た（

17
）。
そ
し
て
、
国
を
正
し
い
方
向
に
導
く
た
め
の
「
案
内

書
」
セ
ン
サ
ス
の
焦
点
に
な
っ
た
の
が
、
国
民
の
「
人
口
密
度
と
質
」
を

正
し
く
知
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

国
民
の
質
を
読
み
取
る
た
め
に
、
共
和
国
セ
ン
サ
ス
に
組
み
込
ま
れ
て

い
た
質
問
項
目
は
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
配
偶
関
係
、
職
業
と
い
っ
た

基
本
的
な
情
報
か
ら
、
宗
教
、
言
語
、
出
生
地
な
ど
に
及
ぶ
（
付
表
参

照
）。
こ
の
う
ち
、
共
和
国
期
に
新
た
に
出
現
し
た
の
が
、
言
語
と
識
字

に
関
す
る
項
目
で
あ
っ
た（

18
）。
調
査
は
、
各
戸
訪
問
し
た
調
査
員
が
世
帯

主
の
回
答
を
記
録
す
る
、
い
わ
ゆ
る
他
計
式
で
行
わ
れ
、
対
象
と
な
る
の

は
セ
ン
サ
ス
実
施
当
日
に
ト
ル
コ
国
境
内
に
い
る
す
べ
て
の
人
々
で
あ
る
。

セ
ン
サ
ス
当
日
は
外
出
禁
止
令
が
出
さ
れ
、
調
査
は
一
日
で
終
了
す
る
。

各
年
の
セ
ン
サ
ス
実
施
前
に
は
調
査
員
に
調
査
票
へ
の
記
入
方
法
の
注
意

点
や
質
問
内
容
を
確
認
す
る
『
調
査
員
へ
の
通
達
』（
以
下
『
通
達
』
と

す
る
）
が
配
布
さ
れ
て
お
り
、
訪
問
調
査
は
こ
の
手
引
書
に
沿
っ
て
行
わ

れ
た
。

な
向
上
と
進
歩
の
た
め
に
、
人
口
密
度
と
質
に
鑑
み
た
適
切
な
解
決
法

を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
国
家
に
と
っ
て
最
も
価
値
あ
る
案
内
書
と
な
る
。

（
…
…
）
わ
れ
ら
民
族
が
勇
敢
さ
と
犠
牲
精
神
で
作
り
上
げ
た
こ
の
国

に
は
、
い
っ
た
い
何
人
の
住
民
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
、
そ
し
て

未
来
の
我
が
国
の
安
全
を
支
え
る
力
と
豊
か
さ
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。

我
が
国
の
国
境
が
同
胞
の
血
と
人
民
の
祖
国
愛
あ
ふ
れ
る
骨
で
作
り
上

げ
ら
れ
た
そ
の
日
か
ら
、
疑
い
な
く
、
全
ト
ル
コ
国
民
が
こ
の
問
い
を

発
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
い
へ
の
最
も
正
し
い
答
え
は
、
セ
ン
サ
ス

に
よ
っ
て
の
み
明
ら
か
に
な
る
。
同
様
に
セ
ン
サ
ス
は
、
進
歩
の
道
を

手
を
携
え
前
進
し
、
近
代
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
国
民
が
共
通
し
て

持
つ
希
望
の
表
現
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
統
治
す
る
者
と
さ
れ
る

者
が
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
姿
を
示
す
だ
ろ
う（

15
）。

　　

こ
の
後
、
セ
ン
サ
ス
が
よ
き
意
志
と
規
律
を
持
っ
て
記
録
さ
れ
る
こ
と

の
必
要
性
な
ど
が
説
か
れ
、
布
告
は
以
下
の
よ
う
に
締
め
く
く
ら
れ
る
。

　

（
…
…
）
文
明
の
豊
か
さ
と
進
歩
を
高
い
次
元
に
到
達
せ
し
め
る
に
は
、

す
べ
て
の
物
事
に
つ
い
て
正
し
い
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
組
織
を
作
り
、

国
民
の
連
帯
を
強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
政
府
が
セ
ン
サ
ス
の

目
的
と
す
る
の
も
、
新
た
な
ト
ル
コ
の
豊
か
さ
と
力
を
認
識
す
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
を
文
明
的
、
先
進
的
な
諸
民
族
の
レ
ベ
ル
に
高
め
よ
う
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一
九
二
七
年
セ
ン
サ
ス
最
終
結
果
版
と
し
て
一
九
二
九
年
に
三
巻
構
成

の
統
計
集（

19
）が
出
版
さ
れ
る
。
非
均
質
性
が
目
立
つ
項
目
の
記
載
が
避
け

ら
れ
る
と
い
っ
た
傾
向
は
特
に
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
非
標
準
的
な
属
性
を

持
つ
人
々
が
集
中
的
に
分
布
す
る
県
の
記
載
が
多
く
見
ら
れ
る
。
特
に
母

語
項
目
は
、
主
要
な
非
ト
ル
コ
語
母
語
話
者
集
団
別
に
作
表
さ
れ
て
お
り
、

統
計
局
の
関
心
の
高
さ
を
窺
わ
せ
る
。
分
類
さ
れ
た
集
団
は
い
ず
れ
も
行

政
地
域
に
基
づ
き
単
純
集
計
で
示
さ
れ
、
解
説
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
回
調
査
の
八
年
後
、
一
九
三
五
年
に
再
び
セ
ン
サ
ス
が
行
わ
れ
る
。

セ
ン
サ
ス
最
終
結
果
版
と
し
て
、
六
十
巻
に
及
ぶ
統
計
集
と
図
表
集
『
地

図
と
表
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る（

20
）。
統
計
集
に
お
い
て
、
一
九
二
七
年
に

と
ら
れ
た
形
式
は
大
き
く
変
化
す
る
。
統
計
集
に
は
デ
ー
タ
集
計
表
の
み

が
記
載
さ
れ
、
解
説
は
付
記
さ
れ
て
い
な
い
。
最
も
大
き
な
変
化
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
各
項
目
の
行
政
単
位
ご
と
の
人
口
表
示
の
他
に
、
異

な
る
系
列
の
項
目
が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
た
ク
ロ
ス
集
計
表
が
出
現
す
る
こ

と
で
あ
る
。
ク
ロ
ス
集
計
の
中
で
は
、「
宗
教
」
が
、
婚
姻
、
母
語
、
職

業
、
識
字
と
、「
母
語
」
が
第
二
言
語
、
職
業
、
識
字
と
組
み
合
わ
さ
れ
、

複
数
の
項
目
で
繰
り
返
し
現
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
セ
ン
サ
ス
に

お
け
る
人
口
分
類
の
最
も
重
要
な
軸
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
こ
の
二
つ
の

指
標
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
一
九
二
七
年
と
三
五
年
の
調
査
で
、

こ
の
二
つ
の
指
標
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
れ
、
い
か
に
示

さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
付
表
）　

一
九
二
七
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
確
認
項
目

非
毘
飛
微

非
毘
樋
備

非
毘
簸
避

非
毘
簸
備

基
本
情
報

氏
名

○

○

○

○

　　

性
別

○

○

○

○

年
齢

○

○

○

○

配
偶
関
係

○

○

○

○

場
所

　　

現
在
地

○

○

○

○

出
生
地

○

○

○

○

常
住
地

○

国
籍

○

○

○

○

宗
教

宗
教

○

○

○

○

言
語

母
語
（
家
庭
内
言
語
）

○

○

○

○

第
二
言
語

○

○

○

識
字

識
字
（
読
み
）
＊

○

○

○

○

識
字
（
書
き
）

○

○

○

障
害

障
害
の
有
無
・
種
類

○

○

○

○

職
業

　　　

職
業

○

○

○

○

職
が
な
い
場
合
の
生
活
手
段

○

○

職
場
の
産
業
分
野

○

○

先
週
の
労
働
状
況
と
産
業
分
野

○

そ
の
他

　　

過
去
に
住
民
登
録
を
行
っ
た
か
否
か

○

住
民
登
録
票
の
所
持

○

居
住
す
る
建
築
物
の
種
類

○

各
年
の
セ
ン
サ
ス
調
査
票
を
参
考
に
筆
者
作
成
。

＊
一
九
二
七
年
に
つ
い
て
は
ア
ラ
ビ
ア
文
字
表
記
、
一
九
三
五
年
以
降
は
ラ
テ
ン
文
字
表

記
に
つ
い
て
質
問
。
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（Protistan

）、
ギ
リ
シ
ャ
正
教
（O

rtodoks

）、「
ア

ル
メ
ニ
ア
ン
」（Erm

eni

）、「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」（H

ıristiyan

）、
ユ
ダ

ヤ
教
（M

usevi

）、
そ
の
他
、
無
宗
教
・
不
明
の
九
つ
に
分
け
ら
れ
て
い

る
が
、
全
国
版
に
お
い
て
宗
教
分
類
は
イ
ス
ラ
ム
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ

ダ
ヤ
教
の
三
つ
と
無
宗
教
・
不
明
、
そ
の
他
に
分
け
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
「
多
く
の
調
査
票
に
お
い
て
、
宗
教
的
属
性
に
関
し
て

「
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
」、「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」
と
い
う
不
明
瞭
な
回
答
が
見
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
分
類
表
を
作
成
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
欠
如
が
起
き
た

た
め
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

24
）。
調
査
員
や
回
答
者
の
間
の
混
乱
を
受
け

て
、
統
計
局
が
意
図
し
た
形
で
の
デ
ー
タ
収
集
に
成
功
し
な
い
と
い
う
状

況
は
そ
の
後
も
続
い
て
お
り
、
統
計
局
は
一
九
四
〇
年
セ
ン
サ
ス
実
施
前

の
『
通
達
』
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
宗
派
を
正
し
く
記
入
す
る
よ
う
強

い
調
子
で
指
示
し
て
い
る（

25
）。
一
九
三
五
年
統
計
集
の
分
類
は
、
イ
ス
ラ

ム
教
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
ギ
リ
シ
ャ
正
教
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
ア
ル
メ
ニ

ア
正
教
（Gregoriyen

）、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
、
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
、
ユ
ダ
ヤ

教
、
無
宗
教
、
そ
の
他
、
不
明
の
十
一
項
目
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一

方
で
、『
地
図
と
表
』
版
で
は
、「
主
な
宗
教
の
割
合
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

の
下
、
ム
ス
リ
ム
九
八
・
〇
％
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
一
・
四
％
、
ユ
ダ
ヤ
教

徒
〇
・
五
％
、
そ
の
他
〇
・
一
％
と
い
う
四
つ
の
分
類
か
ら
な
る
円
グ
ラ

フ
を
も
っ
て
、
ト
ル
コ
が
宗
教
的
に
非
常
に
均
質
的
な
国
家
で
あ
る
こ
と

が
視
覚
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
五
　
伝
統
的
指
標
「
宗
教
」

　

宗
教
項
目
に
つ
い
て
、
調
査
票
に
は
単
に
「
宗
教
（D

in

）」（
一
九
二

七
年
）、「
ど
の
宗
教
に
属
し
て
い
る
か
（H

angi dindendir?

）」（
一
九

三
五
年
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
通
達
』
で
は
記
録
方
法
に
つ

い
て
よ
り
詳
細
に
「
こ
の
欄
に
は
被
調
査
者
が
属
し
て
い
る
宗
教
が
書
か

れ
る
。
た
と
え
ば
、
ム
ス
リ
ム
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
よ
う

に
。
た
だ
し
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
関
し
て
は
宗
派
も
記
録
す
る
こ
と
。
た

と
え
ば
、
正
教
徒
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
よ
う
に（

21
）。」

（
一
九
二
七
年
）「
ム
ス
リ
ム
に
つ
い
て
は
宗
派
の
違
い
を
記
す
こ
と
な
く

ム
ス
リ
ム
と
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、

正
教
徒
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
…
…
と
い
う
形
で
記
録
す
る
。「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」

あ
る
い
は
「
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
（Erm

eni

）」
の
よ
う
に
、
宗
派
を
明
確
な

形
で
示
さ
な
い
回
答
は
記
入
し
な
い
こ
と（

22
）。
ど
の
宗
派
に
所
属
し
て
い

る
か
を
確
実
に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る（

23
）。」（
一
九
三
五
年
）
と
指

示
さ
れ
て
い
る
。
ム
ス
リ
ム
の
宗
派
が
不
問
に
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
キ

リ
ス
ト
教
徒
集
団
内
の
構
成
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
が
求
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

　

統
計
集
で
の
デ
ー
タ
の
示
さ
れ
方
を
見
て
み
よ
う
。
一
九
二
七
年
の
各

県
版
で
は
、
宗
教
は
イ
ス
ラ
ム
教
（Īslam

）、
カ
ト
リ
ッ
ク
（K

atolik

）、



185　　「国民」の測りかた

リ
テ
ィ
同
様
の
信
教
、
教
育
、
母
語
使
用
な
ど
の
権
利
を
享
受
す
る
こ
と

が
保
証
さ
れ
て
い
た
非
ム
ス
リ
ム
（gayrim

uslim

）
た
ち
が
、
セ
ン
サ

ス
の
中
で
「
非
ト
ル
コ
人
」
と
し
て
読
み
取
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　
六
　
新
し
い
指
標
「
母
語
」

　

オ
ス
マ
ン
期
に
お
い
て
人
口
調
査
項
目
に
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
母
語
が
、

国
民
を
測
る
重
要
な
指
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
共
和
国
期
に
始
め
て
セ
ン
サ

ス
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
国
家
内
部
の
言
語
的
均
質
化
へ
向
け
て
人
々

の
言
語
使
用
の
把
握
、
管
理
に
乗
り
出
そ
う
と
す
る
体
制
側
の
姿
勢
が
明

確
に
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。
母
語
項
目
に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た
っ

て
は
、
二
つ
の
点
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
あ
る
言

語
を
一
つ
の
言
語
と
数
え
る
の
か
、
ま
た
は
何
ら
か
の
言
語
の
一
方
言
と

数
え
る
の
か
、
ま
た
そ
の
言
語
を
何
と
呼
ぶ
の
か
と
い
う
き
わ
め
て
政
治

的
な
問
題
を
、
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
一

九
四
〇
年
セ
ン
サ
ス
実
施
前
に
行
わ
れ
た
調
査
員
向
け
の
説
明
会
の
内
容

を
確
認
す
る
と
、
宗
教
同
様
、
母
語
項
目
に
お
い
て
も
不
明
瞭
な
回
答
、

記
録
方
法
の
問
題
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
統
計
局
は
次
の
よ
う

に
注
意
を
促
し
て
い
る
。

　

『
通
達
』
で
み
た
よ
う
に
、
統
計
局
は
キ
リ
ス
ト
教
内
部
の
宗
派
別
の
人

口
に
つ
い
て
強
い
関
心
を
寄
せ
、
詳
細
な
デ
ー
タ
を
要
求
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
の
版
に
お
い
て
も
、
共
和
国
成
立
後
も
ト
ル
コ
領

域
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
古
東
方
正
教
会
系
の
宗
派
名
お
よ
び
数
値
デ
ー

タ
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
統
計
局
の
但
し
書
き
に
あ
る
回
答
デ
ー
タ
の

不
十
分
さ
と
い
う
問
題
を
差
し
引
い
て
も
、
個
別
の
宗
派
名
を
分
け
て
示

す
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、Cağaptay

の
指
摘
に
あ
る
よ

う
に
、
詳
細
デ
ー
タ
の
公
表
を
避
け
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い（

26
）。

　

単
純
化
し
た
集
団
分
類
に
は
、
国
民
の
宗
教
的
な
均
質
性
を
強
調
す
る

と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
九
二
四
年
の
カ
リ
フ
制
廃

止
以
後
、
民
法
の
改
正
や
修
道
場
・
聖
者
廟
の
閉
鎖
等
の
世
俗
化
政
策
が

と
ら
れ
、
一
九
二
八
年
に
は
憲
法
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
が
国
教
で
あ
る
と
の

文
言
も
削
除
さ
れ
た
一
方
で
、
オ
ス
マ
ン
期
か
ら
続
く
伝
統
的
指
標
と
し

て
の
宗
教
が
依
然
と
し
て
セ
ン
サ
ス
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
た
の
は
、

ム
ス
リ
ム
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
と
い
う
状
況
が
、
国
民
の
一
体
性
を

保
持
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
オ

ス
マ
ン
期
の
人
口
調
査
同
様
、
ム
ス
リ
ム
内
の
宗
派
が
問
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
は
そ
の
証
左
と
い
え
る
。
ま
た
、
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
こ
と
は
、
象
徴

的
に
は
ト
ル
コ
性
と
同
質
の
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り（

27
）、
こ
の
項

目
の
設
定
は
「
ト
ル
コ
人
」
の
数
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
直
接
つ
な
が

っ
て
い
た
。
逆
に
言
え
ば
こ
れ
は
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
条
約
に
基
づ
き
マ
ジ
ョ
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の
使
用
状
況
を
裏
付
け
る
も
の
に
な
る（

29
）。
質
問
票
に
は
、「
母
語
（
家

族
内
で
話
さ
れ
る
こ
と
ば
）（A

na lisan 

（A
ile arasında konuşulan 

lisan

））」（
一
九
二
七
年
）、「
母
語
は
何
か
（
母
語
の
意
味
は
家
庭
内
で

話
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
で
あ
る
）（A

na lisanı nedir?

（A
na lisanından 

m
aksat aile içinde konuşulan lisandır

））」（
一
九
三
五
年
）
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
共
和
国
セ
ン
サ
ス
で
は
、「
母
語
」
を
家
庭
内

言
語
と
定
義
し
た
う
え
で
、
私
的
領
域
に
お
け
る
支
配
言
語
の
使
用
状
況

が
測
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

統
計
集
で
の
母
語
デ
ー
タ
の
示
さ
れ
方
を
見
て
み
る
と
、
一
九
二
七
年

の
母
語
分
類
は
、「
母
語
に
よ
る
人
口
分
割
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と

で
、
ト
ル
コ
語
と
並
び
、
そ
の
他
の
主
要
な
言
語
と
し
て
ク
ル
ド
語
、
ア

ラ
ビ
ア
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
チ
ェ
ル
ケ
ス
語
、
ラ
デ
ィ
ー
ノ
、
ア
ル
メ
ニ

ア
語
の
六
言
語
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
非
ト
ル
コ
語
母
語
話
者

人
口
の
言
語
ご
と
の
分
割
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
で
、
母
語
は
十
三

言
語
と
、
そ
の
他
に
分
け
ら
れ
て
い
る（

30
）。
い
ず
れ
の
表
も
、
主
要
な
言

語
の
み
が
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
だ
が
、
一
九
三
五
年
の
分

類
で
は
三
十
一
も
の
言
語
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
非
常
に
話
者
数
の
少
な
い

言
語
に
至
る
ま
で
数
値
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
る
と
い
う
変
化
が
見
ら
れ
る
。

表
の
言
語
配
列
は
、
ト
ル
コ
語
を
先
頭
と
し
、
そ
の
他
の
言
語
は
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
順
に
示
さ
れ
る
。
小
規
模
の
集
団
が
「
そ
の
他
」
に
ま
と
め
ら

れ
た
「
宗
教
」
分
類
と
は
対
照
的
で
あ
る（

31
）。

　

特
定
の
地
域
に
お
い
て
一
部
の
人
々
が
話
す
こ
と
ば
が
、
言
語
学
の

中
で
認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
母
語
と
し
て
記
入
さ
れ
な

い
と
い
う
状
況
が
起
き
た
。
い
か
な
る
母
語
も
、
言
語
学
の
中
で
認
め

ら
れ
て
い
る
か
否
か
は
調
査
で
は
議
論
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
調
査
で

は
主
観
的
な
回
答
に
よ
っ
て
情
報
を
集
め
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。

回
答
者
が
噓
を
言
っ
て
い
な
い
限
り
、
い
か
な
る
回
答
で
あ
っ
て
も
、

自
ら
の
疑
い
を
は
さ
む
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
記
入
す
る
こ
と
。
回
答
に

つ
い
て
は
統
計
局
が
科
学
的
見
地
か
ら
評
価
す
る（

28
）。

　　

こ
の
記
述
か
ら
、
統
計
局
は
不
明
瞭
な
回
答
を
自
ら
の
裁
量
で
振
り
分

け
ま
と
め
て
い
た
に
せ
よ
、
基
本
的
に
は
回
答
者
の
主
観
的
な
言
語
認
識

を
重
視
し
て
い
た
と
み
な
せ
る
。

　

第
二
の
点
は
母
語
の
定
義
に
ま
つ
わ
る
問
題
で
あ
る
。
一
般
に
、
セ
ン

サ
ス
の
中
で
言
語
に
つ
い
て
問
う
際
に
は
、
三
つ
の
基
本
的
な
形
式
が
あ

る
。
①
初
め
て
習
得
し
使
用
し
て
い
る
言
語
で
あ
る
「
母
語
」、
②
個
人

的
、
あ
る
い
は
家
庭
内
で
恒
常
的
に
使
用
す
る
言
語
、
③
知
っ
て
い
る
す

べ
て
の
言
語
を
聞
く
と
い
う
三
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
①
の
「
母
語
」
使
用

の
デ
ー
タ
は
、
教
育
や
支
配
言
語
へ
の
適
応
に
影
響
さ
れ
た
結
果
の
言
語

的
習
慣
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
回
答
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
言
語
を
示
す

た
め
、
同
化
過
程
に
あ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
数
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
逆
に
、
②
の
恒
常
的
に
使
用
す
る
言
語
と
い
う
質
問
は
、
支
配
言
語
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言
語
を
話
者
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
同
列
に
扱
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
宗
教

項
目
に
つ
い
て
は
数
ペ
ー
ジ
が
割
か
れ
て
い
る
『
地
図
と
表
』
に
お
い
て
、

言
語
項
目
に
関
す
る
グ
ラ
フ
が
一
切
収
録
さ
れ
ず
、
デ
ー
タ
の
視
覚
化
が

避
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
非
ト
ル
コ
語
母
語
話
者
集
団
の
大
部
分
を
占

め
る
ク
ル
ド
語
母
語
話
者
集
団
の
規
模
の
大
き
さ
が
際
立
つ
こ
と
を
嫌
っ

た
こ
と
が
要
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
東

部
地
域
で
ク
ル
ド
系
の
反
乱
が
頻
発
す
る
と
い
う
状
況
の
中
で
、
体
制
を

揺
る
が
し
か
ね
な
い
大
規
模
非
ト
ル
コ
語
母
語
話
者
集
団
の
存
在
は
脅
威

で
あ
っ
た
。

　

母
語
項
目
の
調
査
に
関
し
て
は
、『
通
達
』
以
外
の
場
所
で
、
重
要
な

言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
九
三
五
年
セ
ン
サ
ス
実
施
前
に
、
ア

ン
カ
ラ
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ
た
調
査
員
の
心
得
を
説
く
講
演
会
の
記
録
の

中
で
現
れ
る
。

　

（
第
一
回
年
セ
ン
サ
ス
調
査
員
の
）
多
く
が
、
以
下
の
よ
う
な
疑
問
を

も
ち
、
そ
の
答
え
を
自
分
た
ち
で
出
せ
な
か
っ
た
。「
ユ
ダ
ヤ
人
と
ト

ル
コ
人
の
名
前
を
別
々
に
記
録
す
る
必
要
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。」
彼

ら
は
大
き
な
間
違
い
を
犯
し
て
い
た
。
調
査
票
に
は
名
前
も
記
入
す
る
。

だ
が
こ
れ
に
は
何
の
価
値
も
な
い
。
作
業
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
母

語
の
欄
に
誤
り
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
民
族
を
示
す
（M

illiy-

eti orası gösterecektir.

）（34
）。

　

と
も
す
れ
ば
国
家
内
部
の
言
語
的
な
非
均
質
性
が
表
出
し
て
し
ま
う
項

目
で
、
こ
れ
だ
け
詳
細
に
デ
ー
タ
を
表
示
し
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
石
川
真
一
は
、
国
家
に
属
す
る
全
住
民
を
「
ト
ル
コ
人
」
と
す

る
こ
と
を
前
提
に
国
民
形
成
を
行
っ
て
き
た
ト
ル
コ
の
セ
ン
サ
ス
に
お
い

て
、
母
語
が
問
わ
れ
そ
の
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
国

勢
調
査
を
見
る
限
り
、
内
部
に
言
語
的
多
様
性
が
あ
る
こ
と
は
認
知
し
て

い
る
わ
け
で
あ
り
、
逆
に
言
え
ば
、
そ
の
こ
と
は
前
提
と
し
て
な
お
全
住

民
が
、「
同
胞
と
し
て
ト
ル
コ
人
」
で
あ
る
と
す
る
憲
法
の
理
念
が
裏
打

ち
さ
れ
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
て
い

る（
32
）。
確
か
に
、
一
九
二
七
年
『
通
達
』
に
見
ら
れ
る
「
母
語
が
意
味
す

る
の
は
、
あ
る
人
が
家
庭
の
中
で
子
供
た
ち
と
話
す
言
語
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
一
部
の
ユ
ダ
ヤ
人
（M

useviler

）
や
ボ
ス
ニ
ア
人
（Boşnaklar

）、

そ
の
他
の
人
々
は
、
ト
ル
コ
人
（T

ürk

）
で
あ
り
ト
ル
コ
語
を
知
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
族
の
間
で
ラ
デ
ィ
ー
ノ
（M

usevice
）、
ボ

ス
ニ
ア
語
を
話
し
て
い
る（

33
）。」
と
い
う
箇
所
は
こ
の
主
張
を
裏
付
け
る
。

す
べ
て
の
国
民
を
「
ト
ル
コ
人
」
と
す
る
憲
法
の
理
念
に
依
っ
て
立
つ
こ

と
に
よ
っ
て
、
セ
ン
サ
ス
の
中
で
解
消
す
べ
き
、
あ
る
い
は
矯
正
さ
れ
る

べ
き
様
々
な
状
況
を
明
示
で
き
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

　

と
は
い
え
、
統
計
局
は
宗
教
ほ
ど
高
い
均
質
性
を
示
さ
な
い
言
語
項
目

の
扱
い
に
関
し
て
は
慎
重
で
あ
る
（
一
九
三
五
年
、
ト
ル
コ
語
母
語
話
者

は
八
六
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
）。
一
九
三
五
年
の
統
計
表
で
表
示
す
る



言語社会　第 7号　　188

あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
ク
ル
ド
語
を
母
語
と
回
答
し
た
集
団
で
は
、

約
七
四
％
が
ク
ル
ド
語
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
で
あ
り
、
第
二
言
語
と
し
て
の
ト

ル
コ
語
使
用
者
は
約
二
六
％
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、
こ
の
目
的
の
た
め

だ
け
な
ら
、
非
ト
ル
コ
語
母
語
話
者
に
ト
ル
コ
語
使
用
の
可
否
を
聞
け
ば

事
足
り
た
は
ず
で
、
煩
雑
に
言
語
名
を
聞
く
必
要
は
な
い
。

　

第
二
言
語
導
入
の
意
図
は
む
し
ろ
、
母
語
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
の

よ
り
詳
細
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
属
性
の
絞
り
込
み
に
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で

は
な
い
か
。
ト
ル
コ
語
を
母
語
と
し
て
回
答
し
た
集
団
の
う
ち
、
ト
ル
コ

語
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
は
九
六
・
七
二
％
に
の
ぼ
る
が
、
第
二
言
語
と
し
て
ト

ル
コ
語
以
外
に
知
っ
て
い
る
言
語
が
あ
る
と
回
答
し
た
人
々
の
実
質
数

（
約
四
五
万
六
千
人
）
は
、
彼
ら
が
集
住
し
て
い
る
可
能
性
を
考
え
れ
ば

決
し
て
少
な
く
な
い
。
こ
の
う
ち
、
第
二
言
語
と
し
て
英
語
や
フ
ラ
ン
ス

語
な
ど
西
欧
圏
の
言
語
名
を
回
答
し
た
人
々
と
は
別
に
、
旧
オ
ス
マ
ン
領

地
域
を
含
む
土
着
の
言
語
を
挙
げ
た
層
の
多
く
は
、「
第
二
言
語
」
が
エ

ス
ニ
ッ
ク
な
属
性
を
仄
め
か
す（

35
）。
た
と
え
ば
、
第
二
言
語
と
し
て
ギ
リ

シ
ャ
語
を
使
う
と
回
答
し
た
約
六
万
六
千
人
は
、
住
民
交
換
に
よ
っ
て
ギ

リ
シ
ャ
領
か
ら
流
入
し
た
ム
ス
リ
ム
と
、
言
語
的
に
ト
ル
コ
化
し
た
ギ
リ

シ
ャ
正
教
徒
の
双
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
し
、

ク
ル
ド
語
を
第
二
言
語
と
回
答
し
た
約
九
万
七
千
人
の
う
ち
殆
ど
は
、
言

語
的
に
ト
ル
コ
化
し
た
ク
ル
ド
人
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
言
語

項
目
が
、
一
九
三
四
年
に
制
定
さ
れ
た
入
植
法
（
法
二
五
一
〇
号
）
と
軌

　　

こ
れ
は
、
国
家
の
視
線
の
中
で
母
語
が
民
族
に
読
み
替
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
姿
勢
が
よ
り
は
っ
き
り
と

す
る
の
が
、
一
九
三
五
年
セ
ン
サ
ス
よ
り
導
入
さ
れ
る
「
第
二
言
語
」
と

い
う
項
目
で
あ
る
。

　
七
　「
第
二
言
語
」
項
目
の
導
入

　

第
二
言
語
項
目
が
導
入
さ
れ
た
一
九
三
五
年
の
調
査
票
に
は
母
語
に
加

え
て
「
母
語
の
他
に
ど
の
言
語
が
話
せ
る
か
（A

na lisanından başka 

hangi lisanı konuşm
asını bilir?

）」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
統
計
集

に
お
い
て
そ
の
結
果
は
、
母
語
と
の
ク
ロ
ス
集
計
表
で
示
さ
れ
て
い
る
。

　

質
問
の
意
図
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
各
非
ト
ル
コ
語
母
語
話

者
集
団
の
ト
ル
コ
へ
の
言
語
的
同
化
傾
向
の
把
握
で
あ
る
。
第
二
言
語
と

母
語
の
ク
ロ
ス
表
か
ら
、
非
ト
ル
コ
語
母
語
集
団
を
個
別
に
取
り
出
す
と
、

集
団
に
よ
っ
て
ト
ル
コ
語
使
用
率
が
異
な
る
の
が
わ
か
る
。
母
語
話
者
集

団
ご
と
の
第
二
言
語
と
し
て
の
ト
ル
コ
語
の
使
用
率
割
合
の
把
握
に
よ
り
、

各
言
語
集
団
に
対
す
る
教
育
、
言
語
政
策
や
同
化
政
策
に
つ
い
て
、
異
な

る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
に
な
る
。
例
え
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
語
を
母
語
で
あ
る

と
回
答
し
た
集
団
の
う
ち
、
ギ
リ
シ
ャ
語
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
は
約
二
四
％
で
、

約
六
〇
％
は
第
二
言
語
と
し
て
ト
ル
コ
語
を
、
一
五
％
は
複
数
言
語
名
を
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項
目
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
オ

ス
マ
ン
期
に
お
い
て
宗
教
、
あ
る
い
は
宗
教
に
付
加
的
な
要
素
が
曖
昧
に

混
ざ
り
あ
っ
た
指
標
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
た
人
々
が
、
明
確
に
系
列

化
さ
れ
た
複
数
の
指
標
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
集
団
分

類
の
大
き
な
転
換
が
あ
る
。

　

セ
ン
サ
ス
の
基
本
的
な
性
質
が
領
域
内
人
口
の
質
的
理
解
に
あ
る
以
上
、

人
々
は
何
ら
か
の
指
標
で
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
オ
ス
マ
ン
期
か
ら

続
く
伝
統
的
な
社
会
構
造
を
ひ
き
ず
り
な
が
ら
、「
国
民
国
家
」
と
し
て

均
質
化
に
邁
進
し
て
い
た
ト
ル
コ
に
お
い
て
、
描
か
れ
る
国
民
像
は
錯
綜

し
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
で
、
国
民
の
複
合
的
な
属
性
把
握
は
現
実
的

な
選
択
で
あ
り
、
集
団
を
ラ
ベ
ル
付
け
せ
ず
に
示
せ
る
ク
ロ
ス
集
計
は
ま

こ
と
に
都
合
の
良
い
方
法
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
方
法
に
よ
り
共
和

国
期
セ
ン
サ
ス
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
最
大
範
囲
に
広
げ
た
設
定
か
ら
、

国
家
に
と
っ
て
最
も
望
ま
し
い
と
認
識
さ
れ
る
集
団
、
あ
る
い
は
矯
正
さ

れ
る
べ
き
集
団
の
み
を
取
り
上
げ
る
設
定
ま
で
、
数
値
で
読
み
取
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
よ
う
に
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

を
一
に
し
て
出
現
し
て
い
る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
。
入
植
法
は
東
部
の

ク
ル
ド
人
居
住
地
域
を
中
心
に
、
カ
フ
カ
ス
や
バ
ル
カ
ン
か
ら
の
移
民
を

定
住
さ
せ
ト
ル
コ
化
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
め
に
は
ト
ル
コ

化
を
推
進
す
べ
き
地
域
住
民
の
正
確
な
把
握
が
要
請
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、

そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
言
語
の
調
査
は
決
定
的
に
重
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

八
　
お
わ
り
に

　

共
和
国
期
セ
ン
サ
ス
導
入
期
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
「
宗
教
」
と
並

ん
で
暗
に
民
族
の
代
用
と
し
て
機
能
し
た
「
母
語
」
と
い
う
二
つ
の
指
標

が
「
国
民
」
を
測
る
重
要
な
指
標
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
指

標
は
、
回
答
者
や
調
査
員
の
誤
解
や
逡
巡
か
ら
生
じ
た
ゆ
が
み
を
含
み
な

が
ら
も
、
一
九
三
五
年
調
査
結
果
の
ク
ロ
ス
集
計
で
結
節
す
る
。
こ
の
ク

ロ
ス
集
計
は
、
無
数
の
組
み
合
わ
せ
を
可
能
に
す
る
集
団
分
類
の
、
基
本

的
な
出
発
点
と
な
っ
た
。
こ
の
結
節
点
を
中
心
に
、「
国
民
」
は
様
々
な
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六
章　

ト
ル
コ

―
同
胞
と
し
て

―
」

青
柳
真
智
子
編
『
国
勢
調
査
の
文
化
人
類
学　

人
種
・
民
族
分
類
の
比
較

研
究
』
古
今
書
院
、
九
五
―
九
六
貢
。 

（
33
）
“Tahrir 

M
em

urlarına 
M

ahsus 
M

ufassal 
T

alim
atnam

e

” in 
Başvekalet İstatistik U

m
um

 M
üdürlüğu 

（1929

） op. cit., p
113

（
34
）B

erkin, 
Servet 

“Genel 
Sayim

 
H

akkında 
K

onuşm
a

” in 
Başvekalet İstatistik U

m
um

 M
üdürlüğü 

（1941

） op. cit., p
60.

（
35
）
例
外
的
に
注
意
が
必
要
な
の
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
る
。
宗
教
と
母
語
項
目

の
ク
ロ
ス
表
か
ら
見
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
語
は
ラ
デ
ィ
ー
ノ
と
並
ん
で
ほ
と

ん
ど
が
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
言
語
で
あ
り
、
実
質
的

に
は
ラ
デ
ィ
ー
ノ
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
状
況
は
第
二
言

語
に
関
す
る
質
問
に
も
当
て
は
ま
る
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

 

（
あ
き
や
ま　

ゆ
う
こ
／
博
士
後
期
課
程
）


